
日本化薬＜4272＞、液晶偏光フィルム製造のポラテクノ＜4239＞をT
OBで非公開化

日本化薬は、連結子会社であるポラテクノ（新潟県上越市）の全株式をTOB（株式公開買付け）により
取得することを決議した。現在、日本化薬はポラテクノ株の66.45％を保有する筆頭株主だが、2位株
主で22.38％を保有する有沢製作所もTOBの応募に合意している。TOBが成立すれば、上場は廃止され
る見通し。

日本化薬の樹脂・色素・粘着剤をはじめとする素材合成技術とポラテクノのフィルム加工技術など、両
社が所有する独自技術を融合させた特色ある新製品開発の加速が急務となっている。そこでTOBによっ
て両社を一体化することで、迅速かつ柔軟な意思決定や両社の販売チャネル、生産体制、人材といった
経営資源の相互活用を目指す。

買付価格は1株993円。TOB公開前日の終値に対して94.32％のプレミアムを加えた。買付予定数は139
0万5885株で、買付総額は138億円。買付期間は2019年8月28日から同10月10日まで。

ポラテクノは象者は、日本化薬が生産するLCD（液晶表示装置）パネル向け偏光フィルムの製造会社と
して、1991年7月に日本化薬と有沢製作所の合弁で設立。偏光フィルム・位相差フィルムや関連製品の
開発・製造に一貫して取り組み、2006年3月にはジャスダック証券取引所（JASDAQ）に上場を果たし
た。


